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令和４年度の主な事業令和４年度の主な事業

　汚水管の修理や耐震化は、
内側を特殊な加工で改築する
管更生工法を採用。道路を掘
り返さず工事できるため、安
価で短期間の施工が可能で

す。老朽管を放置
すると、ひび割れ
箇所から雨水が混
ざり汚水処理費用
がかさむことにも
なります。

　雨水幹線は、
大雨の時に道路
側溝などから集
まった雨水を河
川へ安全に放流
し、街を浸水の
被害から守るた
めの重要な水路です。

汚水管・管更生の様子

　　　まず、令和４年度の公共下水道の整備は、主
に次の処理区で進められるよ。

　　　公共下水道の整備って汚水管のことだよね。
この整備にかかる予算は約21.3億円なんだね。
　ところで、津市の下水道処理人口普及率は全国的
に低いって聞いたけど、どれくらいなの？

　　　令和２年度末で、まだ51.3％なんだ。ちなみ
に全国平均は80.1％だよ。

　　　ずいぶん低いんだね。

　　　志登茂川浄化センターの運用が平成30年４
月にようやく開始されたから、重点的に志登茂川処
理区内の整備を進めているよ。
　下水道の利用が可能になった地区から順に、みん
なに早く接続してもらうことが必要だね。

施工前

　　　雨水の排水はどうなっているの？

　　　主に次の雨水幹線の築造やポンプ場を建設し
ているよ。どれも完成までに数年かかる大規模な工
事なんだ。

　　　

　　　たくさん雨が降っても浸水の心配がいらない
街になるといいね。

　　　浸水対策事業については、令和２年度に個別
補助事業制度が創設され、津市の事業も採択された
から、これを活用して10年間の雨水対策事業費を
100億円から140億円に増額して、計画を前倒しし
て進めるよ。

公共下水道の整備　約21.3億円
・志登茂川処理区
　・津北部地区(津北部第13処理分区など)
　・河芸地区(千里ケ丘処理分区)
　・安濃地区(安濃処理分区など)
・雲出川左岸処理区
　・津地区(津第５-２処理分区など)
・汚水管・管更生

雨水排水施設の整備　約10.8億円
・半田川田第１雨水幹線築造工事
　(令和２～４年度の継続事業)
・藤方第２雨水幹線築造工事
　(令和４～８年度の継続事業)
雨水ポンプ場の建設　約5.7億円
・半田川田ポンプ場(３号ポンプ)築造工事
　(令和３・４年度の継続事業)
・極楽橋ポンプ場ポンプ設備改築工事
　(令和４・５年度の継続事業)
※金額はいずれも令和４年度の事業費(税込み)

管更生した
小口径の汚水管

おわび　広報津令和３年12月１日号折り込み紙「下水道だよりvol.13」の志登茂川浄化センターの写真説明に誤りがありました。
「栗真海岸に位置する」とあるのは、正しくは「白塚海岸に位置する」です。おわびして訂正します。

老朽化した
小口径の汚水管

管更生中の大口径の汚水管

雨水管・幹線工事の様子

　公共下水道工事が完了し、下水道が利用できるようになった日から３年以内に、排水
設備工事を行っていただきますようお願いします。

※いずれも左側の欠けた部分は接続口

直径2.6ｍの雨水管を埋設するために
使用した掘進機を地上へ運び出す様子


